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能力検定’09
〈第1回〉 （通算29回）
2009年度

◆ 団体受検実施期間　6月12日（金）～16日（火）
◆ 申込期間　　　　　2009年4月1日（水）～5月18日（月）

◆ 団体受検実施期間　11月13日（金）～17日（火）
◆ 申込期間　　　　　2009年9月1日（火）～10月19日（月）

受検料：3000円（税込）
主　　催 ：NPO現代用語検定協会
運営本部  ：株式会社ケーエスコーポレイション

〈第2回〉 （通算30回）

現検とは？

1995年にスタート。2008年までに、年2回、計28回実施され、入試、就活、資格試験のマスト・アイテムとなっている「時事力」

や社会人に欠かせない「現代社会の知識力」を総合的に判定する検定です。国際情勢、政治／経済から文化／スポーツまで幅広

く「現代社会」に関心を持ち、その動きを読み取り、自分の考えを確立して表現する場を提供します。すなわち、現代社会に対す

る「読解力」「理解力」「応用力」「表現力」「時事力」の育成を図ることを目的としています。

厚生労働省YES-プログラム認定試験

「現検」が認定されている「YES-プログラム」とは、Youth Employability Support Program（若年者就職基礎能力支援事業）の

略で、国（厚生労働省）が企業調査に基づいて企業が採用に当たって重視する能力を「就職基礎能力」として5つの領域に整理し、

若者たちの就職に向けた努力を支援する制度です。現代用語能力検定3級以上の取得者は、「YES-プログラム」の基礎学力（社会

人常識）応用レベルに認定され、履歴書などに記入し就活の際に利用することができます。また、「就職基礎能力」5領域の講座・試

験を各1つ以上修了または合格することで厚生労働大臣名の「若年者就職基礎能力修得証明書」の交付を受けることができます。

団体受検のご案内

6 14 日

11 15 日

表
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中・高・大学入試に役に立つ

現代用語能力検定で育成する5つの能力

近年、推薦入試やAO入試が大学受験で広がる中、面接や小論文における「時事問題」の出題が更に現代用語能力検定の高校生受

検者を増やしています。また、一般入試での政治経済や現代社会への対策は勿論ですが、現代国語や英語の試験においても現代

用語能力検定は大いに役立っています。何故なら、近年このような科目の読解問題では時事的な新聞記事を扱う大学が増えて

おり、その時代背景を知っているかどうかは問題を解く上で大きな影響を与えています。 したがって、時事的な知識は教科や

科目を越えた受験生のマスト・アイテムと言われています。

出題範囲・分野
第１回検定は前年の重大ニュースとその年の1月から上半期の動き、第２回検定は7月より下半期の動きとその年の重大

ニュースを加えて来春入試／入社試験対策問題が出題されます。

出題分野は 国際情勢、政治／経済、情報／社会、環境／科学、文化／スポーツ の5分野です。

「歴史に学び、未来を望んで、現代を知る」
──日々激しく移り変わる現代を生き抜くための
　　5つの能力の育成を目指します。

大学や専修学校に所属する学生の状況

読み
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する力
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力
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平　均
学　生

A（基礎）

C（上級）

B（中級）D（難問）

50％

0％

100％

国際情勢

文化／スポーツ 政治／経済

環境／科学 情報／社会

50％

0％

100％

下のグラフは現代用語能力検定を受検した学生の総得点を分野別及びレベル別に比較した
ものです。分野別に見ると国際情勢や政治・経済の正答率が低く、情報・社会もけっして
高いとは言えません。またレベル別では上級レベルと難問レベルの正答率がほぼ同様に低
く、特に用語を記述する問題は多くの学生が苦手としている傾向があるようです。

国際情勢

分野

世界政治／核・軍縮／国連／領土・領域問題などの国際情勢と
各国の動向

主な構成キーワードの例

20%

政治／経済 日本政治／外交問題／法律／日本経済／経営／証券・マーケット

情報／社会 各産業界の動向／社会問題／情報社会／IT社会

環境／科学 宇宙開発／生物学／気象／医療

文化／スポーツ 教育／くらし／文化／流行／スポーツ

出題率

20%

20%

20%

20%

中



検定問題・出題例

次の国々が表す組織・会合は、①～④のどれか。（国際情勢）

①ブリックス

②経済協力開発機構

③国連常任理事国

④主要国首脳会議

例1

カナダ イタリア 

アメリカ フランス 

日本 

イギリス 

ドイツ 

ロシア 

環境配慮型のパソコンに付けられる「ＰＣグリーンラベル」の使用基準のひとつである
「３Ｒ」の意味は、①～④のどれか。（環境／科学）

①リソース・リユース・リスタイル

②リユース・リライフ・リスタイル

③リパック・リセット・リサイクル

④リデュース・リユース・リサイクル

例2

例3

2008年２月に、文部科学省は小中学校の学習指導要領改訂案を公表したが、その内容について
適切に選択しているのは、①～④のどれか。（文化／スポーツ）

①ａ・ｂ・ｄ ②ａ・ｃ・ｄ ③ｂ・ｃ・ｅ ④ｂ・ｄ・ｅ

例4
ａ．小中学校で国語、算数・数学、理科などの主要教科の授業時間を１割以上増加する。

ｂ．前回改訂で削減した学習内容を一部復活させる。

ｃ．総合学習の時間を廃止する。

ｄ．小学５年からの英語活動を必修化する。

ｅ．道徳を教科化する。

例5

次の図は、2009年１月に始まる株券電子化をあらわしています。図中の「証券保管振替機
構」の略称は、①～④のどれですか。（政治／経済）

①ＦＸ

②東京証券取引所

③ＴＯＰＩＸ

④ほふり

次の説明にあてはまる用語を漢字３字で書きなさい。（情報／社会）

例1　④ サミット、Ｇ８ともいう。フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ、ロシアの８カ国による年１回の国際会議。
　　　　08年７月には北海道虻田郡洞爺湖町で開催される。
例2　④ ３Rは、Reduce（発生を抑制し減少させる）・Reuse（使用済み製品や部品の再利用）・Recycle（資源の再生利用）という、循環型社会
　　　　形成のための優先順位を表す用語
例3　④ 株券電子化のメリットには、株券の紛失や盗難の心配がなくなること、会社の統廃合や社名変更などで株券を交換する手間がなくなること、
　　　　会社側の事務も簡略になるなどがある。
例4　① 総合学習の時間の削減、道徳の教科化の見送りが改訂案として盛り込まれた。
例5　事故米

《解答》

　国際的な合意に基づいて輸入されたコメのうち、基準値を超える農薬が検出されたり、
カビが生えたりして食用には適さないと判断されたコメです。2008年９月、大阪市の米
穀加工販売会社が、このコメを食用として転売していたことが公表されました。

中



認定基準

認定証

検定の判定は、各1問につき、基礎レベル＝1ポイント、中級レベル＝２ポイント、上級レベル＝3ポイント、難問レベル＝4ポイ

ントで加算。総合ポイントと分野別ポイントにより理解度が判定されます。すなわち、「現検」は、国際情勢、政治／経済、情報／社

会、環境／科学、文化／スポーツと、現代人として必要なマスト・アイテムを4レベル別に構成された80問に挑戦する検定です。

現代力博士号
厚労省YES-プログラム
応用レベル 認定

認定級
「読解力」「理解力」「応用力」「表現力」
「時事力」を十分に有し、大変優秀な現代
　知識力を持つ。（現代力修士号取得者に限る）

理解力の目安

論文課題（受検料：税込5,000円）に応募
し、審査基準に達した受検者

現代力修士号
厚労省YES-プログラム
応用レベル 認定

大変優秀な現代知識力をもつ。
総合点190～200P

各分野35P以上必要。34P以下の分野
がある場合は1級。

1級
厚労省YES-プログラム
応用レベル 認定

社会人として現代社会に関する一般的知
識、理解力を十分に有している。

総合点160～189P
各分野30P以上必要。29P以下の分野
がある場合は2級。

2級
厚労省YES-プログラム
応用レベル 認定

マスコミ等の入社試験に対応できる現代
知識力をもつ。

総合点130～159P
各分野25P以上必要。24P以下の分野
がある場合は3級。

3級
厚労省YES-プログラム
応用レベル 認定

平均以上の現代知識力をもつ。大学入試・
就職試験に対応できる基礎力をもつ。

総合点100～129P
各分野20P以上必要。19P以下の分野
がある場合は4級。

4級
中学・高校入試に対応できる基礎的な
現代知識力をもつ。就職試験対応としては
要努力。

総合点75～99P
各分野10P以上必要。9P以下の分野が

各分野5P以上必要。4P以下の分野が
ある場合はチャレンジ級

ある場合は5級。

５級

現代力修士号

1級

2級

3級

4級

５級

総合点50～74P

チャレンジ級 もう少し新聞を読んだり、ニュースに関心
をもつことが必要。 総合点49P以下

獲得ポイント（Ｐ）数

国際情勢

分野

政治／経済

情報／社会

環境／科学

文化／スポーツ

各分野とも16問（40点）
5分野合計80問（200点）

各分野とも次のようになっています。

・ 基礎レベル（4択）―4問（各1点）

・ 中級レベル（4択）―4問（各2点）

・ 上級レベル（4択）―4問（各3点）

・ 難問レベル（4択）―3問（各4点）

・ 難問レベル（記述）―1問（各4点）

出題構成

基礎的な現代知識力をもつ。入試対応とし
ては要努力。

大変優秀な現代知識力をもつ。

社会人として現代社会に関する一般的知
識、理解力を十分に有している。
マスコミ等の入社試験に対応できる現代
知識力をもつ。
平均以上の現代知識力をもつ。大学入試・
就職試験に対応できる基礎力をもつ。
中学・高校入試に対応できる基礎的な現代
知識力をもつ。就職試験対応としては要努力。
基礎的な現代知識力をもつ。入試対応として
は要努力。

認定級 獲得ポイント数 理解力の目安

総合点190～200ポイント
各分野35ポイント以上必要。35ポイントに満たない場合は１級

総合160～189ポイント
各分野30ポイント以上必要。30ポイントに満たない場合は２級

総合130～159ポイント
各分野25ポイント以上必要。25ポイントに満たない場合は３級

総合100～129ポイント
各分野20ポイント以上必要。20ポイントに満たない場合は4級

総合75～99ポイント
各分野10ポイント以上必要。10ポイントに満たない場合は5級

総合点50ポイント未満

現代力修士号
厚労省「YESﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ応用ﾚﾍﾞﾙ」認定

1級
厚労省「YESﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ応用ﾚﾍﾞﾙ」認定

2級
厚労省「YESﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ応用ﾚﾍﾞﾙ」認定

チャレンジ級

3級
厚労省「YESﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ応用ﾚﾍﾞﾙ」認定

4級

総合50～74ポイント
各分野5ポイント以上必要。5ポイントに満たない場合はチャレンジ級5級

▼認定基準

◆ 認定級・判定基準 ◆ 出題分野別構成

環境/科学

環境／科学

情報/社会

情報／社会

A（基礎）

A（基礎）

Ｂ（中級）

Ｂ（中級）

Ｃ（上級）

Ｃ（上級）

Ｄ（難問）

Ｄ（難問）

現代用語能力検定の認定基
準です。3級以上が厚生労働
省YES-プログラム応用レベ
ルに認定されます。

各分野・各レベル別に獲得
ポイントを表示します。受
検者の得意分野や苦手分野
が一目で分かります。

受検者の総合獲得ポイ
ントと認定級が表示さ
れます。

携帯用として活用する
ことができます。

大変優秀な現代知識力をもつ。

社会人として現代社会に関する一般的知
識、理解力を十分に有している。

マスコミ等の入社試験に対応できる現代知識力をもつ。

平均以上の現代知識力をもつ。大学入試・
就職試験に対応できる基礎力をもつ。

中学・高校入試に対応できる基礎的な現代知識力をもつ。
就職試験対応としては要努力。

もう少し新聞を読んだり、ニュースに関心をもつことが必要。

基礎的な現代知識力をもつ。入試対応としては要努力。

中



団体受検申し込みについて

準会場の申し込み方法

準会場登録の規定

１．「現代用語能力検定」普及のため、実行委員会からの要請に
対し、必要に応じて積極的に協力するものとする。

１．準会場参加受検者は１名からとする。ただし、実施手数料の
割引は10名以上から適用される。

１．現代用語検定協会が承認した実施日で実施する。

１．検定問題一式が届いた時点で、実施担当者は漏洩などがな
いよう、厳しく責任管理するものとする。

１． 答案の返送期限を厳守する。

１．届け出のない会場での実施は無効とする。

１．払い込まれた受検料は返却されないものとする。

１．実施当日は、すみやかに運営できるよう担当者は事前準備を
滞りなく行う。

１．不正行為者には、すみやかに注意を促し、退場させ失格とす
る。

①準会場申請書（団体受検申込書）及び受検者リストに必要
事項をご記入の上、お申し込み下さい。
※「現検」ホームページからダウンロードしてご利用下さい。
　　　　　　　　　　

②現代用語検定協会から「登録番号」と「準会場実施規定」を
送付します。複数会場を設置する場合、１会場ごとの申請が
必要です。登録の通知が完了しましたら、次回以降の登録
は不要となり、登録番号を記載した団体受検申込書で申し
込みます。
　　　　　　　　　

③受検料は団体申込書に記載してある指定の方法でお支払
い下さい。
　　　　　　　　　　

④実施日の2日前までに、問題、解答用紙、受検票などを送付
します。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　実　施　日　
　　　　　　　　　

⑤答案用紙を指定日までに送付して下さい。
　　　　　　　　　　

⑥約1カ月で検定結果を報告します。

準会場校に登録すると

見
本

月2回発信の
メルマガを登録の
アドレスへ送信

専用教材
『月刊時事学習NES』

のセット購入

「現検」の受検
自校生に限らず、父母や商圏内の一般人も

参加した団体受検で自校PRも

現検HPのデータベースを
必要に応じ活用

準会場は申請後、
「登録番号」が決定

※お申し込みから実施までの詳細は、NPO現代用語検定協会までお問い合わせ下さい。

表



時事力は生徒だけではなく、指導される先生方の授業設計や授業展開に無くてはならないものと言えます。専門教科はもちろ

ん教科横断的な授業においても時事の知識やその活用は授業をサポートする有効な教材となります。

しかし、残念ながらお忙しい先生方が日々更新される時事を教材としてまとめることは非常に困難であるとお聞きしていま

す。このような先生方のご要望にお応えし「時事力育成プログラム」をご用意いたしました。

現代用語能力検定公式教材「時事学習の練習帳」、現代用語能力検定認定図書「現代用語の基礎知識 学習版」、月刊で最新の時事

情報を配信する「月刊 時事問題に強くなる」等は先生方の教材研究や授業研修の材料として現代用語能力検定と併せご活用い

ただくことが可能です。

時事力育成プログラムのご案内

【テキスト】
現代用語能力検定の対策教材として下記のシリーズを用意
しております。

●現代用語能力検定公式テキスト
▶時事学習の練習帳

●現代用語能力検定認定図書
▶現代用語の基礎知識 学習版〈自由国民社刊〉

●現代用語能力検定参考図書
▶現代用語の基礎知識〈自由国民社刊〉

【サービス】
日々更新される時事に向けた学習やその動機付けとして下記の
サービスを提供しております。

●ひがわりで時事問題を提供しています
▶ひがわりチャレンジ問題

●最新時事問題と時事解説をA4判6ページにまとめ月刊で提供します
▶月刊　時事問題に強くなる

●現代用語能力検定の過去問などにチャレンジできます
▶無料模擬試験

●毎月2回（1日・15日）最新時事情報を提供します
▶無料メールマガジン

●i-mode　EZ-web　Yahoo！ケータイの各公式サイトにラインナップ
▶ケータイDE現代用語検定
http://genken.mobi/

現代用語能力検定のテキスト及びサービスについて

http://www.genken.jp/

お問い合わせ先／NPO現代用語検定協会

現代用語能力検定の詳細、テキスト・サービスの詳細は下記のサイトに
掲載しています。ぜひ、一度アクセスしてみてください。

〒206-0823　東京都稲城市平尾1-54-6
TEL 042-331-2172　FAX 042-350-6217
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